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奈良県総合医療センターにおける 

新型コロナウイルスの感染について 

 

 

奈良県総合医療センターにおいて、８月１7 日にＨＣＵ(2)病棟入院中の患者及

び４階東病棟の看護師１名が、新型コロナウイルスに感染したことが判明しま

した。 

感染の経緯及び対応についてお知らせします。 

 

１．ＨＣＵ(2)病棟（救命救急病棟）入院患者の感染について 

○経緯等 

  感染者は、ＨＣＵ(２)病棟（救命救急）に７月から入院中で、奈良市在住の

７０代女性です。 

  ８月１３日（金）に感染した看護師と接触していたため同日、ＰＣＲ検査を

実施した結果、陰性でした。以降、コロナ感染を疑う症状は認められませんで

した。 

８月１７日（火）の午後から３８．０℃の発熱症状があったため院内ＰＣＲ

検査を実施し、陽性と判明しました。 

今回の感染経路としては、同病棟において陽性と判明した看護師と１２日に

接触していることからこのことによる院内感染が疑われます。 

  

○病院の対応について 

 同病棟の入院患者について、１３日に感染した看護師が接触した患者６名に

ついて全員、ＰＣＲ検査を実施しましたが、全員陰性でした。その後は、全員

経過観察を行っていました。 

 ８月１５日（火）～１６日(水)に残りの患者１４名について、ＰＣＲ検査を

実施しましたが、全員陰性でした。引き続き健康観察を実施しています。 

 また、ＨＣＵ（２）病棟については、救急患者を受け入れている病棟である

ため一端、ＨＣＵ（２）病棟の入院患者全員をコロナ疑似症の病棟に転棟して

頂き救急患者の受け入れを行うこととしました。 

コロナ感染患者を一端１病棟に集約して、その空いた病棟を消毒して疑似症の

受け入れ病棟として利用することとしました。 



 
 

 

この期間は、昨日から１０日間程度としており、一部救急の受け入れ及び手術

の制限をすることがあります。このことについては、関係機関に連絡をしてお

願いしています。 

 

２．４階東病棟の看護師の感染について 

○経緯等 

  感染者は、４階東病棟で主に消化器内科の患者を収容する病棟において、 

勤務する看護師で奈良市在住の２０代女性です。 

  ８月１７日（火）夕刻に３８．０℃の発熱症状があり、２１時頃に３８．０

℃と症状軽減しなかったため当センターに救急受診し、ＰＣＲ検査を実施した

ところ陽性と判明しました。 

これまでの行動は、８月１０日（火）、１３日（金）に友人と会食をしてい

ます。発症前の勤務としては、１４日、１５日が休日、１６日が夜勤、１７日

が夜勤明けでした。 

  食事については、病棟の休憩室で１人で摂取しています。 

  当人は、３月に１回目、４月に２回目のワクチンを接種しています。 

  

○病院の対応について 

当人は、１４日から１５日は、休日で１６日が夜勤のため１６日から１７日

に４階東病棟に入院中の患者全員のＰＣＲ検査を本日から明日にかけて実施す

ることとしています。また、健康観察も行います。 

４階東病棟に勤務する看護師など関係者については、本日から明日にかけて

ＰＣＲ検査を実施することとしています。 

院内においては、常時マスク装着と手指消毒を徹底している事と疑似症患者

を集約して感染管理の体制を執っていることから外来診療及び入院については、

状況によっては一定の制限もあり得ますが、医療を継続致します。 

 


